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「God in the Bottom of Life/ Paradoxes of
Strength in Weakness」
いのちについて考える⑧
「これから」
音楽チャペル
「完成年度を迎えて」
「障害者が動けば社会が変わる」
「難病の妻とともに」
いのちについて考える⑨
¨
¨
■ チャペル 
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日時 担当者 主題（奨励題）
９月26日(月)
　　28日(水)
　　30日(金)
10月３日(月)
　　５日(水)
　　７日(金)
　　10日(月)
　　12日(水)
　  13日(木)
　  14日(金)
　  17日(月)
　　19日(水)
　　21日(金)
　　24日(月)
　　
　　26日(水)
　　28日(金)
　　31日(月)
11月２日(水)
　  ９日(水)
　　11日(金)
　　14日(月)
　　16日(水)
　　18日(金)
　  21日(月)
　  25日(金)
　  28日(月)
　  30日(水)
12月２日(金)
　　５日(月)
　　７日(水)
　　９日(金)
　　12日(月)
　　14日(水)
　　16日(金)
　　19日(月)
　　21日(水)
　　23日(金)
１月６日(金)
　　11日(水)
　　13日(金)
住野 公平（人間福祉学部職員）
創立122周年記念合同チャペルに合流
宗教総部献血実行委員会
辻　学（広島大学大学院教授）
嶺重　淑（宗教主事）
ゴスペルクワイア（P.O.V.）
DVD上映
小野　輝（神学部Ｍ１）
大学合同チャペル（第１日）に合流
大学合同チャペル（第２日）に合流
山　泰幸（人間科学科教員）
上ケ原ハビタット
広瀬 康夫（吉岡記念館職員）
松岡 克尚（社会福祉学科教員）
今村 仁美（人間福祉学部Ｍ２）
武田　丈（社会起業学科教員）
聖歌隊
駒木　亮（周船寺教会牧師）
嶺重　淑（宗教主事）
バロックアンサンブル
阪口　新（神学部Ｍ１）
学部合同チャペルに合流
嶺重　淑（宗教主事）
ハンドベルクワイア
クランツ作り
嶺重　淑（宗教主事）
宗教総部献血実行委員会
Els-Marie Anbacken（人間科学科教員）
大学合同クリスマスチャペルに合流
クリスマスを前にして
中塘二三生（人間科学科教員）
上田 直宏（関西学院教会牧師）
人間福祉クリスマス祝会（夕刻実施）
嶺重　淑（宗教主事）
樋口　進（宗教センター宗教主事）
神学部学生会
人間福祉クリスマス礼拝
手島真理子（宝塚小林教会牧師）
Els-Marie Anbacken（人間科学科教員）
阪神・淡路大震災メモリアル･合同チャペルに合流
芝野松次郎（学部長）
「○○のために生きる」
「創立者ランバスの遺産」
秋の献血週間を覚えて
「インフォームドコンセント」
「おごり高ぶる者とへりくだる者」
音楽チャペル
「ランバスの生涯」
「僕が今、生きているということ」
  総主題：共に生きる
いのちについて考える⑩
活動報告
音楽チャペル
いのちについて考える⑪
「「大量死」の時代を迎えて」
「いのちを支えるもの」
いのちについて考える⑫
音楽チャペル
「愛は見つけるもの？」
讃美歌練習
音楽チャペル
「敵はだれか？」
ランバス宣教師来日125周年記念
いのちについて考える⑬「ある出会いから」
音楽チャペル
　　　　　―
「アドベントを覚えて」
冬の献血週間を覚えて
「アドベントを生きる」
　　　　　―
音楽チャペル
いのちについて考える⑭「親友の突然の死から」
「わたしを受け取る」
　　　　　―
「最高の贈り物」
「きよしこの夜について」
降誕劇「時をかけるつよし」
 「いのちの価値」
「また会う日まで」
　　　　　―
「この４年間を振り返って」
¨
¨
※備考：９月21日（水）実施予定のチャペルは台風のため中止。
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＊前記のように、今年度は、春学期43回、秋学期
40回、計83回（合同チャペルを含む）のチャペル
を実施した。今年度は例年以上に出席者が多く、
特に音楽チャペルには毎回多数の出席者が見られ
た。奨励の多くは学部の教職員、学生他が担当し、
また今年度は特に「いのちについて考える」と
いう共通テーマで計14人の先生方に奨励していた
だいた。（学部のクリスマスチャペルについては
下記報告参照）。来年度は今年度の反省を踏まえ、
さらに充実したチャペルプログラムを提供できる
よう努めていきたい。
※2011年度学部クリスマスチャペル報告
　学部のクリスマスチャペルは過去２年間、クリ
スマス礼拝とクリスマス祝会を同じ日の夕刻に
行ってきたが、今年度は形を少し変え、クリスマ
ス祝会を12月14日（水）の夕刻（18：10 ～ 19：
40）にＧ号館２階ラウンジで開催し、クリスマ
ス礼拝については12月23日（金）の通常のチャペ
ルアワーの時間帯（10：35－11：05）に実施した。
クリスマス祝会では、最初に短く礼拝の時間を
もってハンドベルの演奏を聴いた後に「祝会」の
部に移り、学部の学生・教職員がともに集い、軽
食をともにいただきながら、ゴスペル演奏、ギター
弾き語り、ピアノ連弾、ヴァイオリン＆フルート
演奏等のさまざまな音楽演奏を楽しみ、またサン
タからのプレゼントに興じたりしながら、楽しい
ひとときを過ごすことができた。また、クリスマ
ス礼拝は日を改めて人間福祉チャペルで静かに守
り、宝塚小林教会牧師の手島真理子先生より「い
のちの価値」という題で奨励して頂いた。
　参加者はクリスマス祝会が約140名で過去最多
となり、クリスマス礼拝の出席者は約70名であっ
た。来年は今回の反省点を踏まえて開催時間やプ
ログラム内容等を再検討し、より親しみやすいも
のになるように工夫していきたい。　（嶺重　淑）
